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授        業

科   目   名

単位数

担当教員

情報倫理とセキュリティ

後期 2単位

渡部　明

添付ファイル

授業区分

科目
ナンバー

対象学科・
コース

経済学部、福祉情報学部 専門・総合・教職

配当学年

専門科目

1年以上

主   学   科 要    件 選択科目

担当形態 単独

開   講   期
オフィスアワー(常勤教員のみ)

② 授業方法
■ 講義　□ 演習　□ 実技　□ その他

③ 授業形態
■ 対面　□ ﾊｲﾌﾚｯｸｽ　□ オンライン　□ オンデマンド

④ 授業のテーマ及び到達目標
（１）高度情報化社会がもつ構造的な意味を踏まえた行動規範を理解する。
（２）情報に対する法律や技術、その根底にある倫理観を理解する。

⑤ 授業の概要
今日の社会では、Facebook、Twitter、LineといったSNSや情報サービスを抜きにして我々の日常生活は語れないほど情報技術が進展
し、浸透しており、またコミュニケーション形態も変化している。しかし、その一方で今までの常識を覆すような、さまざまな問題
が生起している。今までの常識を吟味しなおす時期にきているのかもしれない。ともあれ、情報化社会における基本的人権であるプ
ライバシー、情報化社会における情報流通の基本ルールである著作権、この二つのテーマが情報倫理の柱である。これを守るための
セキュリティ技術や法制度を学ぶことは重要である。我々にとって、著作権（知的財産）やプライバシーを守る意識（コンプライア
ンス）が、今ほど求められている時はないことも事実である。この講義では、情報倫理とセキュリティの根本的問題から、具体的な
現象まで詳説する。

⑥ 対応するディプロマ・ポリシー（専門科目のみ）
■ 知識及び技能の習得
■ 思考力・判断力・表現力等の養成
□ 主体性・多様性・協調性の養成
□ 地域貢献に関する意識の醸成

https://www.shunan-u.ac.jp/faculty/diploma_curriculum_policy/

書籍無し

⑦ 教科書

書籍無し

⑧ 参考図書

⑨ 履修上の注意 【先修条件科目 必須】

【先修条件科目 推奨】

【持参物】

【その他】

⑩ 評価基準
本講義の主要テーマである「情報化社会における基本的人権であるプライバシーとそれをめぐる倫理的問題」、「情報化社会におけ
る情報流通の基本ルールである知的財産権とそれをめぐる倫理的問題」および「セキュリティー問題」に関する内容の理解と応用力
を以下の「学生に対する評価」により評価を行う。
筆記試験70%、課題レポート30%

⑪ 学生に対する評価

合計その他ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ発表・実技レポート小テスト試験

70% 30% 100%
⑫ 担当教員からのメッセージ（予習・復習内容・時間にも言及）
情報化社会の急速な発達に伴い、情報倫理の必要性がますます高まっている。 このように大きく変化する社会を安定的かつ発展的
なものとしてゆくための、その社会に応じた新たな規範を一緒に考えていこう。
授業中に配布された資料や自分で作成した講義ノートを、次回の授業までに読み返しておくこと。（３０分程度）

⑬ 授業計画と学習課題
担当教員授業方法回数 授業の内容

渡部　明講義1 ガイダンス
情報倫理とは？ セキュリティとは？



渡部　明講義2 高度情報化社会の構造
　コミュニケーションと社会の変化

渡部　明講義3 基本的人権としてのプライバシー
　歴史と意義・保護法

渡部　明講義4 ハッカー倫理（１）
　情報の共有

渡部　明講義5 ハッカー倫理（２）
　社会への影響

渡部　明講義6 知的財産についての基礎知識

渡部　明講義7 基本的ルールとしての著作権（１）
　歴史と意義

渡部　明講義8 基本的ルールとしての著作権（２）
　著作権法

渡部　明講義9 コピーレフト運動（もう一つの著作権）

渡部　明講義10 産業財産権（１）
　特許権・実用新案権

渡部　明講義11 産業財産権（２）
　意匠権・商標権

渡部　明講義12 知的財産とビジネス
　知的財産の活用

渡部　明講義13 セキュリティ問題（１）
　サーバ攻撃、情報漏洩

渡部　明講義14 セキュリティ問題（２）
　防御方式

渡部　明講義15 セキュリティ問題（３）
　暗号革命

⑭ 科目等履修制度
■ 科目等履修生(学生以外の一般履修者　若干名)を受け入れてもよい。
□ 科目等履修生を受け入れることはできない。

⑮ 実務家教員担当科目に関する記載


